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論　文　の　内　容　の　要　旨

（目的）

本研究は，浮世絵における相撲絵の人物表現にみられる写貌の試み，および肖似性の展開について論じて

いる。現在の浮世絵研究において，相撲絵は作画量に対しほとんど研究が進んでおらず，人物を主題とする

風俗画題の中でも，役者絵の影響下にあるその他諸々の風俗画題のひとつとしてわずかに扱われているに過

ぎないのが現状である。また，相撲の歴史を記した文献においても，相撲絵の名は登場するものの，ごく一

般的な概説として述べられる程度にとどまっている。つまり絵画史，相撲史双方の研究対象の主軸からはや

や外れ，体系的かつ包括的な研究が行われてこなかったと言ってよい。著者は，肖似性の観点から相撲絵を

体系化することを念頭に置きつつ，相撲絵を単なる風俗画題の一部としてではなく，浮世絵におけるひとつ

の分野として美術史上に位置付けることを目的としている。

（対象と方法）

本論の研究対象は，肖似性の観点から相撲絵を体系化するため，人物を主題とする浮世絵の中で，最も多

くの作品を有する美人画及び役者絵を研究の俎上にあげて写貌上の共通点および相違点を比較し，どのよう

な背景の下で相撲絵が成立し，描かれてきたのかを解釈する方法として，以下の章を構成し検討した。

第 1章においては，人物を主題とする浮世絵の中で，最も多くの作品を有する美人画及び役者絵との比較

を通し，相撲絵が描かれるようになった過程と，美人画・役者絵との写貌上の共通点および相違点を整理し

た。第 2章では，明和期以降の錦絵における力士の表現について，錦絵による作例から，写貌の試みと肖似

性の推移を探った。また，この時代に活躍した各絵師の作風と，そこから導かれる絵画史上で果たした意義

についても考察を行った。さらに，相撲絵の形式分類を行い，それぞれの形式に見出される表現の特徴を考

察した。その結果，錦絵における相撲絵の展開は，勝川春章をはじめとした勝川派による時代と，国貞を中

心とした歌川派による時代に大きく分類でき，天明期から文化期（1804-1818） にかけては，勝川派が相撲

絵の制作を牽引し，文化・文政期以降は，勝川派に代わり，歌川派が相撲絵の分野を寡占したが，画風の類

型化が進んだことが明らかとなった。第 3章では，相撲絵における写貌表現の類型化を取り上げ，改版の問

題について検討した。また，相撲絵の作画量増加の背景を探るべく，浮世絵を中心とした幕府の出版物取締
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りについて考察を進めた。その結果，既存の作品に描かれた力士の相貌が絵手本のように用いられていたこ

とが明らかとなった。第 4章では，明和期以降，錦絵による相撲絵を描く絵師のほとんどが役者絵ないし武

者絵を描いている点に注目し，錦絵における相撲場面および力士の表現形式の多様化について考察した。ま

た，相撲絵と役者絵にみられる特徴的な人物表現について，表現形式と画面構成に分け，役者絵だけでなく

相撲絵の立場からも新たに解釈を加え検討を行った。

（結果）

相撲絵における人物表現には，形成の段階から，役者絵の影響を受けつつも，写貌表現，および構図に独

自の表現がうかがえることから，著者は相撲絵の表現の変化を，その特徴から，高度な肖似性を追求した天

明・寛政期と，量産化により表現の類型化が起きた文化・文政期以降に大きく分け，幕府の禁令をはじめと

した世相の影響を受けつつ，その時代に沿った表現が試みられたものと解釈している。そして，美しさを追

求した遊郭や歌舞伎を絵画化した美人画・役者絵とは異なる，精神性や力への憧憬を内包した画題であった

と位置づけた。

（考察）

力士の相貌を客観的に捉えるという試みは，非常に重要な意味を持つ。それは，役者絵のように，隈取り

や化粧をすることのない，ありのままの人物の相貌を描くということであり，規定の範囲内の表現に終始し

た美人画や武者絵，個性の強調の傾向を強めた役者絵とは別個の，客観的な人物描写の試みでもある。著者

は相撲絵において示された肖似性の高さは，浮世絵における人物表現の発達に大きく寄与したと解釈してい

る。また，力士の肖像については，寛政期以降，役者絵や美人画もてはやされた半身像による作例が少なく，

ほとんどの場合全身像で描かれていた点や，表現の類型化が顔部よりも先に体躯表現で起きたことに注目し，

力士像における理想化の対象が「力」を連想させる体躯部分であったと考察した。

審　査　の　結　果　の　要　旨

本研究は，美人画及び役者絵に見られる人物表現との比較を通して，相撲絵が描かれるようになった過程

と，両者との写貌上の共通点および相違点を述べ，その上で独自な展開を示した表現について，各時代に活

躍した絵師の作風と，そこから導かれる絵画史上で果たした意義について考察している。現在見られる限り

の資料調査の結果を反映して，明和後期頃から肖像に高度な肖似性が認められるようになったことを考慮し，

相撲絵が本格的に制作されだした時期を天明年間（1781-1789） に入ってからと推論している。著者は相撲

絵の改版に着目し，量産化の傾向に向かい改版利用が促進したことに触れ，その背景に経済効率を顧慮した

版元の意向と江戸幕府による庶民風俗の取り締まりが関係したとし，寛政期末になると，役者絵の作画が減

少するのとは逆に相撲絵の作例が増加した状況について，改革による風紀取締りが制作の追い風になったと

解釈している。相撲絵独自の精神性については，「河津股野の戦い」を描いたー連の武者絵を取り上げ，組

み合う表現の典拠と位置づけて新たな考えを示した。著者はこれまで体系的に捉えて来なかった相撲絵，そ

の人物表現について，多くの作例にあたり，網羅的に調査し，それを分類吟味して，独創性ある解釈を通し

て，わが国で初めての相撲絵の体系化を行った。すぐれた論考として高く評価したい。

よって，著者は博士（芸術学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




